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千歳市立高台小学校 学校通信 №２ 令和２年５月２２日

～ この経験を多くの学びの機会にして ～
校長 安 栄 智 裕

開校50周年となる今年度。261名の子どもたちと新年度のスタートを切って2週間という短

さで、新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業措置となってしまいました。この間

の、保護者・地域の皆様のご理解とご協力に改めてお礼申し上げます。

まもなく学校を再開出来ると思い準備を進めておりますが、日本だけでなく、世界中でもま

だまだ感染防止の取組が続いている現状で何よりも重要なことは、子どもをはじめとする人々

の命を守ることです。皆が他者を思いあい、協力しあい、この困難な状況を大人も子どもも、

ともに乗り切ることで、子どもたちもきっと多くの学びとして今後の人生に役立ててくれるも

のと信じています。

私の教育理念は前号でも触れましたが、「社会から愛され、社会に必要とされ、社会に貢献

できる子どもの育成」です。小学校教育はその礎を築く役割を担っており、学習、健康・体力、

社会性の育成をとおして子どもの支援を行っていきます。今般のような誰もが体験したことの

ない危機の際には、社会性のスキルが重要となります。具体的な社会性の育成支援としては、

対人スキル・感情コントロール・対人マナー・問題解決力などがあげられます。本校では、「美

しい日本語」を子どもたちに定着させることをとおして、これらにアプローチしておりますが、

立命館大学教授である宮口幸治氏は、その著書『ケーキの切れない非行少年たち』（新潮新書）

で、学校教育ではこれら社会性の支援が系統立って行われていないと指摘されておられます。

学校現場の一員として真摯に受け止めなければならないと思います。一方で、宮口氏はある方

の言葉として、社会性のスキルを身につけるためには、「子どもの心に扉があるとすれば、そ

の取手は内側にしかついていない。」と紹介し、子ども自身がハッとする気づきの体験が最も

大切であり、大人の役割は、説教や叱責などによって無理やり扉を開けさせることではなく、

子ども自身にできるだけ多くの気づきの場面を提供することだとも述べています。

この気づきの場面の提供者は、子どもにとってのメンター（助言者）となるわけですが、『成

功する「準備」が整う世界最高の教室』（飛鳥新書：稲垣みどり訳）の著者ダイアン・タヴァ

ナー氏は、メンターの役割は、

子どもが自分のしたいこと、自分が何者なのか、何が気になるのか、どういう感情をもっ

ているのか、そして究極的にはそこから何をすべきかまで考えられるような質問をすること

だ。つまり、生徒が自分自身を省察する「振り返り力」がつくよう導くのである。なぜ、そ

ういうアプローチが必要か。それは、行動とは人に言われたからするものではなく、自分の

ための選択だからだ。自分で自分を振り返り、省察を行うときに、学びと成長が実現される

のである。（後略）

と述べています。私自身も心がけていきたいものだと思いながら読んでいましたが、なかなか

６月の生活目標
「健康な体をつくろう」

１．休み時間の過ごし方を工夫しよう。

２．活動にふさわしい服装をしよう。
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ハードルの高い話でもあります。最後に、タヴァナー氏が座右の銘としている一文を紹介して

今月号の巻頭言を締めくくりたいと思います。

「どうしていいかわからなくなったとき、私は根気よく石をたたき続ける石工を見に行く。

彼はおそらく100回もたたいたが、それに見合うだけのひび割れは認められない。だが、101

回目にようやく石は二つに割れる。それを成し遂げたのは101回目の衝撃ではない。その前

に振り下ろされた100回なのだ」

（『思考は現実化する あきらめなかった人々』デニス・キンブロ、ナポレオン・ヒル著、

田中孝顕訳、きこ書房）

日 曜 行 事

１ 月 ３時間授業

２ 火 ３時間授業 1・3・4年交通安全教室

３ 水 ４時間授業 ひだまり二計測 フッ化物洗口
育成指導

４ 木 ４時間授業 １～３年二計測 ５・６年
交通安全教室

５ 金 ４時間授業 １・２・５年視力検査

６ 土

７ 日

８ 月 ５時間授業 拡大代表委員会

９ 火 ５時間授業

１０ 水 通常授業

１１ 木

１２ 金

１３ 土

１４ 日

１５ 月 ５時間授業 児童委員会② １年図書利用指導

１６ 火 全校朝会

１７ 水 集団下校訓練 フッ化物洗口

１８ 木 学力検査（２～６年）

１９ 金

２０ 土

２１ 日

２２ 月 ５時間授業 児童委員会③

２３ 火 ハイパーＱ－Ｕ検査（～２６日）

２４ 水 フッ化物洗口 育成指導

２５ 木 Ｃ日課

２６ 金 午前Ｂ日課 縦割り遊び（昼清掃なし）

２７ 土

２８ 日

２９ 月 避難訓練

３０ 火

５月22日現在の予定です。情勢により今後変更するこ
ともありえますので、ご承知おきください。

長く続いた臨時休業。
まもなく学校が再開されますが、子どもたちが

生活リズムを取り戻し、徐々に学校生活に慣れて
いくよう、次のように段階的に進めていきます。

5月29日（金） 登校日～通学班ごと

【6月1週目】 ～ 給食がありません。
1日（月）～2日（火） 全学年 3時間授業
3日（水）～5日（金） 全学年 4時間授業

【6月2週目】 ～ 給食が始まります。
8日（月）～9日（火） 全学年 5時間授業
10日（水）～ 通常授業

なお、上記日程は5月22日現在で記載していま
すが、今後臨時休業が延長された場合も、週をず
らして、同様に段階的な授業時間の設定を考えて
おります。保護者の皆様のご理解・ご協力をよろ
しくお願い申し上げます。

臨時休業中、何度もメール配信を行いましたが、
現在本校で利用しているシステムが古くなり、一
部メールが届かない等の不具合も生じてきまし
た。
そこで、この度、新たなメール配信システム「高

台安心メール」を導入することといたしました。
保護者の皆様におかれましてはお手数をおかけ

しますが、趣旨をご理解いただき、別紙にて配付
した新しいメールシステムへの登録をお願いいた
します。
また、地域各機関においても、新メール配信シ

ステムへの登録を希望される方は、登録方法をお
知らせいたしますので、学校（℡23-910９）ま
で、ご一報いただきますようお願いいたします。
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